
好
す

きなものを焼
や

くから『すき焼
や

き』なのではありません。 

江戸
え ど

時代
じ だ い

、関西
かんさい

には元々
もともと

農具
の う ぐ

の鋤
すき

（すき）を鉄板代
て っ ぱ ん が

わりにして貝
かい

や 魚
さかな

を

焼
や

く「 魚
さかな

すき」「沖す
お き   

き」と呼
よ

ばれる料理
り ょうり

がありました。その後
ご

、その鋤
すき

で

牛肉
ぎゅうにく

を焼
や

いたものを「鋤
すき

焼
やき

（すきやき）」と呼
よ

ぶようになったそうです。 

今日
き ょ う

は、鶏肉
とりにく

を焼
や

いた『とりすき』です。 

 

鋤
すき

 


